
 

 

令和８年度 全国学力・学習状況調査 結果のお知らせ 

４月２３日（木）に全国の６年生を対象として行われた「全国学力・学習状況調査」の結果に
ついて、本校の今年度の傾向が把握できましたので、お知らせいたします。この調査は学力だけ
ではなく、生活や学習の様子についても質問しています。９月に、６年生の保護者の皆様へは
「個人票」をお渡ししています。 

 〈令和８年度 全国学力・学習状況調査 正答率〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈国語の結果より〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いきいき のびのび かがやく 恵小っ子 

○おもいやりのある子ども  ○がんばりぬく子ども 

○すすんでまなぶ子ども   ○たくましい子ども 
 

恵庭市立恵庭小学校 学校便り 臨時号   令和８年１０月２６日（月）発行 

■R８恵庭小 

■全道平均 

■全国平均 

 
○平均正答率は全道・全国を、やや上回る結果となりました。 
○「言葉の特徴や使い方に関する事項」｢情報の扱い方｣が全国を大きく上回りました。 
○｢文章を読んで考えたことを自分の経験と結び付けて問題｣では高い正答率であり、自分の考 
えを表現する力が身についていることがわかりました。 

●｢資料を正確に細かく読み取り、その意図を捉える事項｣や｢漢字を書く問題｣は全国を下回
り、課題が見られました。 

●文章の中から必要な情報を見つけ、指定された文字数で答える問題に課題が見られました。 

【国語の問題より】 

 

3.1

国語 算数

R8恵庭小 64 59

全道平均 60 54

全国平均 60.9 56.4
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〈算数の結果より〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈児童質問紙より〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈結果を受けて、学校での取り組み〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○平均正答率は全道を上回り、全国をやや上回る結果となりました。 
○「図形の体積についての知識を活用する」設問や、｢図や表から必要な情報を読み取る｣設問
が全国を上回りました。 
○基礎的・基本的な知識技能を活用する問題で成果が見られました。 
●｢割合の関係を求める｣設問や、「自分の考えや理由を説明する」記述問題で全国を下回り、
課題が見られました。 
●答えを求めるだけではなく、式や言葉を用いて「なぜその答えになるのか」「どのように考
えたのか」を説明を説明する問題に課題が見られました。 

 
 

【算数の問題より】 

 

 

                                        

○生活について 
「朝食を毎朝食べる」「就寝・起床時間が一定」と回答している児童の割合は、全道・全国よ
り高くなっています。一方、家庭学習の時間は全道・全国より低く、SNS や動画視聴について
は、全国より高い傾向が見られました。 
○自分や友達との関わりについて 
「自分にはよいところがあると思う」と回答した児童や、「人と違う意見を言っても否定され
ない」と感じている児童の割合は、全国より高くなっています。自分のよさを認めたり、安心
して自分の考えを表現したりできる児童が多く、友達と安心して学び合える環境が育っている
ことがうかがえます。 
○学習について 
「国語や英語が好き」「わからないことがあっても考え続ける」と回答した児童の割合は、全
道・全国より高くなっています。一方で、「自分から課題に取り組む」「学び方を工夫する」と
いう質問では、全道・全国より低くなっています。自分から学び方を考え、学習に取り組む力
をさらに伸ばしていくことが今後の課題といえます。 

 

■「考える・説明する」授業を大切にします 
国語では、文章から必要な情報を見つけ、理由や根拠を示して自分の考えを書く活動を大切
にします。算数では、「どのように考えたのか」を式や言葉で説明する活動や、友達との対話
を通して考えを深める学習を進めます。 
 

■一人ひとりに応じた学びを進めます 
少人数指導や習熟度別学習などを工夫し、一人ひとりの理解度やつまずきに応じた学習を進
めます。基礎的・基本的な力を確実に身に付けられるよう、学習内容や学び方を工夫します。 

 
■主体的に学ぶ力を育てます 
自分から課題に取り組み、友達と学び合いながら考えを深める授業づくりを進めます。ま
た、授業と関連した家庭学習を工夫し、自ら学ぶ力を育てます。互いに認め合い、高め合う学
級づくりにも引き続き取り組みます。 

 

問題 
𝟕

𝟑
 と 

7

4
 ではどちらの方が大きいですか。下

のアからウまでの中から１つ選んで、その記号を書き

ましょう。また、その記号を選んだわけを、数や言葉

を使って書きましょう。 

ア.  
𝟕

𝟑
 の方が大きい 

イ.  
𝟕

𝟒
 の方が大きい  

ウ．大きさは等しい 

この問題では、答えを求めたり、正しいもの

を選んだりするだけではありません。「なぜそ

う考えたか」を、数や言葉を使って説明するこ

とが求められています。 

算数では、正しい答えを出すことに加えて、

「どのように考えたか」「なぜその方法で求め

られるのか」を説明することも大切です。 
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